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   A 45-year-old female visited our Department on February 7, 1986, with the principal complaint of 
swelling in the right upper abdomen. She was hospitalized on February 20. Ultrasonography, DIP, 
CT and right renal arteriography were performed. On March 10, the right kidney was extripated tran-
sabdominally. The extirpated kidney weighed 1.2 kg and tightly adhered to the renal capsule. The 
kidney included a solid, yellowish white, homogeneous tumor. There was also a cyst outside of the tumor. 
The tumor was limited within, and easily separated from, Gerota's fascia. Pathological diagnosis revealed 
that the tumor was a leiomyoblastoma originated from the blood vessel. On March 26, postoperative 
VAC therapy (I mg vincristine; 300 mg cyclophosphamide; 2 mg actinomycin D) was performed, and 
the patient was released from the hospital on April 8. As of August of 1987, no relapse of the disease has 
been detected. There have been very few reports of leiomyoblastoma inJapan. Whether leiomyoblastoma 
might take a malignant course was investigated to some extent on the basis of the reported literature. 
                                                    (Acta Urol. Jpn. 34: 1635-1638,1988)
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緒 言
われ われ は,腎 被 膜 よ り発 生 した と思 わ れ る比 較 的
稀な平 滑筋 芽細 胞 腫(1・ciornyoblastoma)の1例を








入 院 時 現 症:身 長160cm,体 重54kg,体 格 中 等,
栄 養 良 好 で あ り,血 圧ioo/60mmHg.胸 部 理 学 的 所
見 異 常 な し.右 上 腹 部 に,小 児 頭 大 弾 性 硬 の 可 動 性 に
乏 しい 腫 瘤 を 触 知 す る 以 外 特 記 す べ き こ と な し.































































































心 に あ って,核 の 周囲 の 一 部 また は 全周 に 明る い空 間
を 有す る ものが 多い(Fig.5).この 腫瘍 細 胞 は,一
部紡 錘形 に な り,束 状 配列 を示 し,血 管平 滑 筋 と移 行
す る 像 もみ られ る(Fig.6).また 核 は 軽 度 異形 性 で
あ り,mitosisを認 め る.好 銀線 維 染色 で は,腫 瘍細
胞 は 好銀 線 維 に まつ わ りつ い て 集籏 す る像 を認 め る
(Fig.7).その他,ワ ンギ ー ソ ン染色,ア ザ ン染 色 な
どを 施行 して 検討 を 行 った結 果,細 胞形 態 お よび 配列
か ら,こ の 腫 瘍 は,平 滑筋 芽 細 胞 腫(lciomyoblas-
toma)と考 え られ る.一 部に 血 管 平 滑筋 との 問 に 移
行 像 を形成 す る点 が特 異 で あ る。
術 後経過:細 胞 異型 は少 な く,比 較 的悪 性 度 は低 い
と考 え ら れ たが,後 療 法 と し てVAC療 法(vin-
blastinelmg、cyclophosphamide300mg,actino-
mycinD2mg)を1ク ール施 行 した。4月8日 退
院.1987年8月現 在,再 発 は認 め られ てい な い.
考 察
本症 例 は,腎 被 膜 に よ り発 生 した と思 われ るが,ち
な み に 腎被 膜 腫瘍 は,全 腎腫 瘍 の1%内 外 と考え ら
れ,本 邦 で は1914年の報告 を最 初 と し,そ の後1979年
の 山 本 らDの 統 計 に よれ ぽ,良性 腫瘍18例,悪性 腫瘍23
例 の 計引 例 の報 告 しか 認め られ てお らず,本 症 例 で 認
め た平 滑筋 芽 細胞 腫(leiomyoblastoma)の報 告 は
認め られ て いな い.一 般 に 腎 被膜 腫 瘍 は,好 発 年 齢 は
40歳代 で,悪 性 腫瘍 で は性 差 を認 め られ な い が,良 性
腫蕩 で は女 性 に 多 くみ られ,し か も脂肪 腫 系 の もの が
多い といわ れ て い る.
本 症 例 で 認 め た 平 滑 筋芽 細 胞 腫(leiomyoblasto-
ma)は 病理 学 的 に は,出 血 や 嚢 胞状 変性 を 伴 って 柔
らか い もの が多 い と され て お り,1962年にStout2)が
胃平 滑筋 芽細 胞 腫69例を 発表 して 以来,胃 原 発 に関 し
て は 多 数 の 発 表 が あ る 一 方,後 腹 膜3),尿管4),
子宮5),大網6),軟部 組織 ηお よび十 二 指 腸S)を原発 と
す る 腫瘍 の 発 表 もみ られ る.ま た,Lavinら9)の平
滑 筋芽 細 胞 腫44例にお い ては,性 差 は 認 め られ ず好 発
年齢60歳代 であ り,胃 原 発26例(59%)胃以 外 原発18
例(41%)で あ った.
平 滑 筋芽 細 胞 腫の 類 似 の間 葉系 腫 瘍 と して は,平 滑
筋 腫(leiomyoma),平滑 筋 肉 腫(leiomyosarco-
ma)お よび 血 管 平 滑筋 腫(angioleiomyoma)であ
るが,平 滑 筋 腫 や 平滑 筋 肉 腫は,細 胞 配 列が 束(た
ぽ)状 を とる こ と,ま た平 滑筋 肉腫 に お いて はmito-
sisが多 く,本 症 例 の よ うな細胞 が 充 実性 に 増 殖 し,
核 の周 囲 に 明 るい 空間 を 示す 組 織 像 とは 明 らか に 異 な






































45歳,女性 の右 腎被 膜か ら発 生 した と思わ れ る 平滑
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